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②ア ザ ー ンと イカ ー マ 


参 ア ザーンとは： みめら れた 形式の 句で もって サラ ーけ L 拝） の 規定 時間の 到来を 知らせ 
る ことにより、 アツ ラーを 崇拝す る ことです。 


参 ア ザーンは ヒ ジュラ 暦 元年に 定められました。 


• ア ザーンが 定め られ たこと にがめ られた 英知： 

1 ーア ザーンは サラ ーの 規定 時間と その 場所を 告知し、 サラ ー 及び 多く の 善に 溢れた 集ま 
り の 場へ とい ざな う 呼びかけ でも あり ます。 

2 — また ア ザーンは、 最も 大きな 恩恵の 1 つで ある サラ ーの 遂行に 関して おろそかな 者た 
ち や、 また それを 忘れ やすい 者たち への 注意の 喚起で もあります。 サラ ーは しもべを その 
主へ と 近付けて くれる 成功の 源な ので あり、 ア ザーンは ムス リ ム がその 恩恵を 逃して しま 
わな いがため の 呼びかけな のです。 


参 イカ ー マとは： 決: めら れた 形式の 句で もって サラ ーの 開始を 知らせる ことにより、 アッ 
ラーを 崇拝す る ことです。 

参 ア ザーンと イ カーマの 法的 位置づけ： 居住者、 旅行者の 別な く、 男性に 課された 連帯 義 
務 1 です。 また ア ザーンと イ カーマは 1 日 5 回の 義務の サラ ーと、 金曜日の 集団 礼拝の 
みに 行われます。 

• 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） には 4 人の A アッズ 'イン （ア ザーンを 行 
うを） がいました： 

彼らは マデイーナの 預言者 （彼に アッ ラーからの 祝福と 平 まあれ） モスクの ビラール- 
ブン. ラバー フと アム ル. ブン. ウン ム. マクト ウーム、 同じく マデイーナの クバ ー. モ 
スクの サアド. ア ノレ = 力 ド、 そして マッカの ハ ラーム. モスクの アブー. マフ ズー ラで 

す。 

アブー. マフ ズー ラは ア ザーンを タノ レジー ゥ 2 の 形で 行い、 イ カーマは 各 文句を 2 回ず つ 
唱えて いました。 ー ホ ビラールは ア ザーンを タル ジー ウ ではない 形で 行い、 イ カーマは と 
いえば 各 文句を 1 回ず つ 唱えて いま した。 

参 ア ザーンの 徳： 


I 訳者 注： 集団 内の 誰かが それを 行い さえ すれば、 集団 内の 他のを の 義務が 免除され るよう な 類の 義務の 
こと。 これに 巧し、 サラ ー や サウ ム のよう な 個人 義務は 個々 に 課されて きます。 

2 訳を 注： 後述の 「スン ナ における 確証され たア ザーンの 形式」 の 項 内の 2 蚕を 参照の こと。 
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ア ザーンを する 者は、 声を 大きく 上げる のが スン 户 です。 というの も ジンで あれ 人間で 
あれ、 また その他の 何物で あれ、 ア ザーンす る 者の 声を 聞いた 全ての 存在は 審半 Ij の 日に、 
彼のた めに そのこと を 証言す るからで す。 また ア ザーンす る 者は その 声の 大き さ だけ 罪を 
敵され、 それを 聞いた 全ての 存在は 彼の 唱える ア ザーンの 言葉を 確証し まん また 彼には、 
彼と 共に サラ ー けし 拝） した 者の 報奨と 同様の ものが 与えられる でしよう。 

1_ アブー. フフ イフ （彼に アツ フーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ フーの 使徒 （彼 
に アツ ラーからの 平 まと 祝福 あれ） は 言いました;’ ア ザーンと けし 拝に おいて） 最前列 （に 
立つ ことに 潜む 偉大な 報奨と 徳） を 人が 知り、 そして （それゆえに その 役割 や 場所が 満杯 
になって しま レ、） くじ 引きす るし かなく なった としたら、 彼らは そうした であろう。」 （ア 
ル = ブ ハー リーと ムス リム の 伝承 4) " 

2 — ムアー ウイ ヤ （彼に アツ フーの ご 満悦 あれ） は、 アツ フーの 使徒 （彼に アツ フーから 
の 平安と 祝福 あれ） がこう 言う のを 聞きました： 「ア ザーンす る 者たち は審 巧の 日、 最も 首 
の 長い 者たち である 5 。」 （ムス リムの 伝承 6 ) 

参 スン ナ における 確証され たア ザーンの 形式： 

1 一 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平 まあれ） 時代に ア ザーンを していた、 ビラール 
(彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） のア ザーンの 形式： 15 の 文から なります： 

アツ ラー フ. ア クノシ レ （アツ ラーは 偉大な り） 

アツ ラー フ. アク ノシレ （アツ ラーは 偉大な り） 

アツ ラー フ. ア クノシ レ （アツ ラーは 偉大な り） 

アツ ラー フ. アク ノシレ （アツ ラーは 偉大な り） 

アシュ ハ ド •アツ ラー ■イラ ー ハ •イツ ラツ ラー 游 は、 アツ ラーの 他に 真に 崇拝 
すべき ものがない こと を 証言し ます） 

アシュ ハ ド •アツ ラー •イラ ー ハ •イツ ラツ ラー 游 は、 アツ ラーの 他に 真に 崇拝 
すべき ものがない こと を 証言し ます） 

アシュ ハ ド •アンナ •ム ハン マダツ ラス ー ルツ ラー (程は、 ムハンマドが アツ ラー 
の 使徒で ある こと を 証言し ます） 

アシュ ハ ド •アンナ •ム ハン マダツ ラス ー ルツ ラー (我は、 ムハンマドが アツ ラー 
の 使徒で ある こと を 証言し ます） 


j 訳者 注： 預言を ムハンマド （彼に アツ ラーの 祝福と 平を あれ） の 示した 手法 や 道の こと。 ムス リムは 可 
能な 限り、 彼の スン ナを 踏襲す るべき であると されて いまち 

4 サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー （6 け）、 サ ヒー フ •ムス リム （437)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 

5 訳を 注： その 意 ホに 関しては、 審キ IJ の 日に アツ ラーの ご 慈悲を 最も 待ちわびる をたち となると 力 \ また 
偉大な 報奨を 得る とろ、 あるいは 汗で 体が 巧 もれる 時に 首が 長く なって 助かる とろ \ あるいは その 日 人々 
の 首領に なると かいった 解釈が あ ります。 

6 サ ヒー フ. ムス リム けの）。 
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ハイヤー •アラ ツ= サラ ー (サラ ーに 来たれ） 

ハイヤー •アラ ツ= サラ ー （サラ ーに 来たれ） 

ハイヤー. ァラー. ァ ノレ = ファラー ハ （成ち) へと 来たれ） 

ハイヤー •アラー ■アル ニ ファラー ハ (成功へ とお たれ） 

アツ ラー フ. ア クノシ レ （アツ ラーは 偉大な り） 

アツ ラー フ. アク バル (アツ ラーは 偉大な り） 

ラー. イラ ー ハ •イツ ラツ ラー （アツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものは なし） 

(アブー. ダー ウー ドと アツ = テイ ノレ ミズ イ ーの 伝承 7) 

2 - アブー. マフ ズー ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） のア ザーンの 形式： のの 文から 成 
立して います。 最初の タク ビー ノレ 8 は 4 回 唱えます が、 重複す る 部分が あります （この 形式 
を タノ レジー ゥと 言います)。 

アブー •マフ ズー ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 嫩 
に アツ ラーからの 祝福と 平 まあれ） は 程に、 自ら ア ザーンを 教示して こう 言いました：" こ 
のよう に 言う の だ： 「アツ ラー フ. ア クバ' ノレ （アツ ラーは 偉大な り）、 アツ ラー フ. 了 クバ 
ノレ、 アツ ラー フ. ア クバ ノレ、 アツ ラー フ •ア クバ' ノレ。 アシュ ハ ド. アツ ラー •イラ ー ハ. 
イツ ラツ ラー （我は、 アツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものがない ことを 証言し ます）、 アシ 
ュノ、 ド. アツ ラー. イ フー ハ .イツ ラツ ラー。 アシュ ハ ド. アンナ. ムノ、 ンマタ ''ツ ラス ー 
ルツ ラー （我は、 ムハンマドが アツ ラーの 使徒で ある ことを 証言し ます）、 ァシュ ハ ド •ァ 
ンナ. ム ハン マダツ ラ スール ツ ラー。」 それから、 戻って 声を 伸ばして （こう 言う の だ）： 「ア 
シュハ ド •アツ ラー •イラ ー ハ •イツ ラツ ラー (釉 よ、 アツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき も 
のがない ことを 証言し ます）、 アシュ ハ ド •アツ ラー •イラ ー ハ •イツ ラツ ラー。 アシュ ハ 
ド. アンナ. ム ハン マ ダツラ スール ツ ラー （我は、 ムハンマドが アツ ラーの 使徒で ある こ 
とを 証言し ます）、 アシュ ハ ド •アンナ •ム ハン マダツ ラス ー ルツ ラー。 ハイヤー. アラ ツ 
ニサ ラー （サラ ーに 来たれ）、 ハイ ヤー. アラ ツ = サラ ー。 ハイ ヤー. アラー. ア ノレ ニ ファ 
ラー ハ （成功) へと 来たれ）、 ハイヤー •アラー •アル = ファラー ハ。 アツ ラー フ •ア クバ ノレ 
(アツ ラーは 偉大な り）、 アツ ラー フ ■ア クバ ノレ。 ラー •イラ ー ハ •イツ ラツ ラー （アツ ラ 
一の 他に 真に 崇拝すべき ものは なし）。」"」 （アブー. ダー ウー ドと アツ = テイル ミズ イーの 
伝承 9) 

3 — 上記の アブー. マフ ズー ラ と 同じ 形式で、 冒頭の タク ビールが 4 回では なく 2 回 だけ 
の 形式： つまり 文の 数は 17 になり ます。 （ムス リ ムの 伝承 1 D ) 


7 良好な イロ 承。 ス ナン. 了ブ' 一 .ダ' ー ゥ' ー ド （499) 、 サヒ ■ ー フ .ス ナン. アブ ■ 一 .ダ' ー ゥ' ー ド （4 が）、 ス 
ナン. イブ ン •マージ ャ り 06)、 サ ヒー フ •ス ナン •イブ ン •マージ ャ じ 80)。 

S 訳者 注： 「アツ ラー フ .アク バル」 という 言葉の こと。 

9 真正な イな ま。 ス ナン. アブ' — .ヴ' — ゥ, ー ド じの）、 サヒ ■ — フ .ス ナン. アブ ■ 一 .ヴ, ー ゥ' ー ド （475) 、 ス 
ナン. アツ = テイル ミズ イー （192)、 サ ヒー フ .ス ナン. アツ = テイル ミズ イー （162)。 文章は アブー- 
ダー ウー ドの もの。 

の サ ヒー フ. ムス リム （379)。 
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4 一 最後の 文な 外の 各 文が、 2 回の みに 限られる 形式： つま り 文の 数は 13 になり ます。 


イブ ン. ウマル （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言いました： 「アツ ラーの 使徒 （彼に 
アツ ラーからの 平 まと 祝福 あれ） の 時代の ア ザーンは、 各々 （の 文章） を 2 回ず つ 繰り返 
す （形の） もので、 イ カーマは （各 文章を） 1 回ず つ （唱える 形の もの） でした。 但し （イ 
カーマに おいては）" カ ドゥ •カーマ ティ ツサ ラー （サラ ーは まさに 始まった）、 カ ドゥ- 
カーマ ティ ツサ ラー" という 言葉を （挿入して） 唱えました。」 （アブー •ダー ウー ドと ア 
ン= ナサ ーイ ーの 伝承 11) 

参 そして スン ナ は、 これらの 形式を 全て 適用す る ことです。 つまり ある 時は この 形式、 ま 
た ある 時は 別の 形式、 ある 所では この 形式、 また ある 所では この 形式、 という 風に 時折 
変化を つける ことです。 それは スン ナを 保護し その 合法的 かつ 様々 な 多様性を 持った 
側面を 実践して いくため なの です。 但しそう する ことで 人々 の 間に 大きな 問題を もたら 
す 原因と なりそう な 場合は、 それを 避けた ホが よいでしょう。 

参 ファ ジュル （夜明け 前の サラ ー） のア ザーンの 際には、 レ、 イ ヤー. アラー. ア ノレ =フ 
ァラー ハ （成 巧へ と 来たれ）」 の 言葉の 後に、 「アツ = サラ ー トゥ .ハイ ルン . ミ ナンニ 
ナゥ ム (サラ ーは 眠りに 勝れり）、 アツ = サラ ー トウ-ハ イルン •ミ ナン = ナウ ム i と 
付け足します。 これは 既 出の 4 つの ア ザーンの 形式 全てに 適用され ます。 

参 正しい ア ザーンの 諸 条件： な 下の ような ものが あります： 

ア ザーンの 言葉が 順序 正しく、 かつ 連続して おり、 各 文章の 間に 長い 間隔が 空いて いな 
いこと。 義務の サラ ーの 規定 時間帯に 入って いる こと。 ア ザーンす る 者が 信頼性に 優れ、 
理性が あり、 宗教 的に 真面目で、 分別の ある 成人 男性 ムス リムで ある こと。 ア ザーン 及び 
イ カーマが ス ンナに 則った 形式で もって、 アラビア 語で 行われる こと。 

参 ア ザーンを 大きな 声で ゆっくり と 唱え、 レ、 イ ヤー* アラ ツ= サラ ー （サラ ーに 来たれ)」 
の 所で 顔を 右に、 そして レ、 イ ヤー •アラー •ア ノレ ニ ファラー ハ （成な) へと 来たれ）」 

の 所で 左に 向ける ことは スン ナ です。 あるいはな 上の 各 文の 1 度 目で 右に、 2 度 目で 左 
に 顔を 向ける よう にします。 

参 またな 下の こと も スン ナ です： ア ザーンを する 者の 声が 美しい こと。 時間を 熟知して い 
る こと。 キ ブラ n の ホ 向を 向いて 行う こと。 身体が 清浄な 状態で 行う こと。 起立して 行 
うこと。 ア ザーンす る 時に、 両耳に 指を あてる こと。 高い 場所で 行う こと。 


11 良好な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド じ 10)、 サ ヒー フ. ス ナン. アブー. ダー ウー ド （4 の）、 ス 
ナン. アン = ナサ ー イー （のが、 サ ヒー フ .ス ナン. アン = ナサ ー イー （610)。 文章は アン = ナサ ー イー 
の もの。 

じ 訳を 注： カ アバ 神殿の ある マッカの ホち のこと。 



参 5 つの 義務の サラ ー時間 前に ァ ザーンを 行う ことは 許されません。 但し ファ ジュル （夜 
明け 前） の 時は、 深夜の 任意の サラ ーを 行って いた 者たち が 準備し、 あるいは 睡眠 中の 
者が 目を覚まし、 また あるいは タハ ッジュ ド 3 をして いた 者たち が ウイ トル M を 終える 
ことが 出来る よう、 サ クム 谅嫩 する 者たち がス フール （巧 巧け 前に 摂 るを 事） を摂 
れる だけ の 間隔を もっ て 規定 時間 前に ァ ザーンを 行う ことが スン ナ となります。 そして 
その 場合、 ファ ジュル 時間に 入って から 再度、 サラ ー そのものの ための ァ ザーンを 行う 
こと になる のです。 

参 ァ ザーンを 聞いた 者が 唱える こと： 

ァ ザーンを 耳に した 男女は、 次の よう に 唱える のが スン ナ です： 

1 ーァ ザーンを する 者が 得る 報奨と 同様の もの を 獲得すべく、 彼の 言葉に 次いで 同 じ 文句 
を 繰り返して 唱えます。 但し レ、 イ ヤー •ァラ ッ= サラ ー （サラ ーに 来たれ）」 と レ、 イヤ 
一 ■アラー. アル ニ ファラー ノ、 (成 与] へと 来たれ）」 の 時には 同じ 文章を 唱える のでは なく、 
「ラー. ハウラ. ブ. ラー. クウ クタ. イ ッ ラー. ビッ ラー （ァッ ラーの 他に 諸事を 司り 
事象を 変転させる、 いかなる 威力 もな し）」 と 唱えます。 

2 — ァ ザーン 後、 ァ ザーンを 唱えた 者と 聞いた 者が、 声に 出す ことなく 預言者 （彼に ァッ 
ラーからの 祝福と 平 まあれ） への 祝福を 析る こと。 

3 — また ァ ザーンの 後、 ジャー ビル •ブン •ァブ ドッ ラー （彼らに ァッ ラーの ご 満悦 あれ） 
が 伝える 次の ァッ ラーの 使徒 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 言葉を 唱える の も 
スン ナ です： 「ァ ザーンを 聞いた 際に、" ァッ ラーよ、 この 完全なる 呼びかけと 常なる サラ 
一の 主よ。 ムハンマドに 天国での 位階と 栄誉を 与え、 彼を あなたが 約束され たと ころの 賞 
實に 溢れた 場所へ と 復活 させて 下さ レ、" と 言った 者には、 審 巧の 日 我の とりなしが あるで 
あろう。」 （ァル =ブ ハーリーの 伝が う 

4 — サァド. ブン .ァビー. ワッカ ース （彼に ァッ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 ァッ ラ 
一の 使 巧 （彼に ァッ ラーからの 祝福と 平を あれ） は 言いました： 「ァ ザーンを する 者 （の 声） 
を 聞いて、" 我は、 並ぶ 者 無き 唯一の ァッ ラーな 外に 真に 崇拝すべき ものは 無く、 ム ハン マ 
ドは 彼の しもべで あり 使徒で あると 証言し ます。 我は ァッ ラーが 秘 たちの 主で あり、 イス 
ラームが 程たち の 宗教で あり、 そして ム ハン マ ドが 程たち の 使徒で ある こと に 満足し まし 
た" と言う 者は、 その 罪を 敵され よう。」 （ムス リムの 伝承 IS ) 


u 訳者 注： 深夜に 任意で 行う 礼拝。 普通は 一旦 寝た 後に、 そのために 深夜に 起き上がって する 礼拝の こ 
とを 言います。 一方 キヤ ーム •アツ = ライル （夜中に する 任意の サラ ー） は もっと 広い 意 巧で 用いられ、 
夜 全般に 渡って 行われる 任意の ネ L 拝 全てを 指します。 

M 訳を 注： 「ウイ トル」 とは、 イシ ヤー 後から ファ ジュル 前までに 行う のが スン ナ. ムアツ カ ダ 谱務で 
はない が 非常に 推奨され た 行為） とされて いる、 奇数 回の 形式を とる 礼拝。 

レ サ ヒー フ. アル =ブ ハーリー （614)。 

化 サ ヒー フ .ムス リム （386)。 
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5 — 任意の ドウ アー （析 願） をす る こと。 


参 ア ザーンを する 者に 次いで ア ザーンの 文句を 唱える ことの 徳： 

1- アブ ドツ ラー. ブン. アム ル. ブン. アル = アース （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） 
は、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平 まあれ） が 次のように 言う のを 聞きました： 「ア 
ザーンを 聞いたら、 彼が 言うよう に （後に ついて） 言う の だ。 それから 程に 対しての 祝福 
を析 願す る 言葉を 唱えよ。 程に 1 回 祝福を ネ斤 願す る 者には、 アツ ラーが 彼のた めに その 10 
倍の ご 慈悲を かけて 下さる。 それから 我の ために、 アツ ラーに ア ノレ = ブス イー ラ け S れの 
御 許での 高い 位階） を 乞う の だ。 それは 天国に おいて、 アツ ラーの しもべの 中の しもべに 
しか 許されない 位階で あり、 おが それ （を 与えられる 者） である ことを 望む 。 化に アル ニ 
ワス イー ラを 乞う 者には、 とりなしが 与えられる であろう。」 （ムス リムの 伝承"） 

参 （ある 特定の 状況 下） 2 つの サラ ーを まとめて 行ったり、 あるいは 規定 時間に 遂行 出来 
なかった 複数の サラ ーを 連続して 行ったり する 時には 最初に 1 度 だけ ア ザーンを しそ 
れ から 各々 の サラ ーの 前に イカ ー マを する よう にします。 

参 酷暑の ため ズ フル （正午 過ぎ） の サラ ーを 遅らせたり、 あるいは イシ ャー （夜の サラ ー） 
を 最良の 時間 ま で 遅 ら せたり する 時には、 それらの サラ ーを 行いたい 時間に ア ザーンを 
する こ とが スン ナ です。 

参 ア ザーンを したい 者が 2 人な 上い る 時には、 より 声の 良い 者を 優先し ます。 もし 声に お 
いて 同等で あれば、 宗教に おける 真面目 さ、 次いで 理性な どを 比較して 選びます。 もし 
それら 全てに おいても 同等なら ば、 その モスクの 隣人たち が 選びます。 もし それでもみ 
まらなければ、 く じ 引きで みめます。 また 1 つの モスクに、 2 人な 上の ムア ツズ イン （ア 
ザーンを する 者） がいても、 問題はありません。 

参 ア ザーンを する ことの 徳： 

アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 アツ ラーの 使徒 （彼に アツ 
ラーからの 祝福と 平 まあれ） は 言いました： 「ア ザーンが される と、 シャイ ターンは 背を 向 
け 退散し、 それが 聞こえな いように 大きく 放屁す る。 そして ア ザーンが 終わる とまた 戻っ 
て 来る が、 イ カーマが 行われる とまた 退散す る。 そして イ カーマが 終わる と 再び 戻って 来 
て 人の ムに 曝き かけ、 （サラ ーを 始める 前までは） 彼の 腦 裏になかった ものを 思い出させよ 
うとして、 こう 言う：" これを 思い出せ、 あれを 思い出せ。" こうして 人は、 何 ラク ア 礼拝 
した か 分からな く なって しまう のた。 \ (アル ニ ブ ハーリーと ムス リ ムの 伝承"） 


サ ヒー フ .ムス リム （384)。 

サ ヒー フ .アル =ブ ハーリー （608)、 サ ヒー フ •ムス リム （389)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 



参 金曜日の 集団 礼拝の ア ザーンは、 イマーム （サラ ーを 率いる 者） が 説教の ために 説教 壇 
の 上に 腰を下ろした 時に しまん 人口が 急増した 第 3 代 カリフ- ウス マーン （彼に アツ 
ラーの ご 満悦 あれ） の 時代には その 前に ももう 1 つの ア ザーンが 行われる ようになり ま 
したが、 サ ハーバ (教 友たち） は その 慣行に 対して 異議を 唱えませんで しだ 9 。 

参 イマームは サラ ーを 率いる ことに おいて、 そして ム アツズ インは ア ザーンを する ことに 
おいて、 報酬を 受け取って はなり ません。 しかし モスクの イマーム やム アツズ インは 偉 
大 かつ 荘厳な る アツ ラーの ため それら の 職務 を 遂行す るなら、 イス ラーム 国家の 国庫 か 
ら 給与を 受け取る こと が 出来ます。 

参 モスクに 入った 時に ア ザーンが 行われて いる 場合、 ア ザーンを 謹聴し、 かつ その 文句を 
復唱す る ことが 推奨され ます。 そして ア ザーンが 終わったら ドウ アー をし、 タヒ イヤ 
卜. アル ニ マ スジ ド 2 D の 2 ラク アを 行う までは 座らない ようにし ます。 

参 モスクに いる 時ア ザーンが 始まったら、 病気 や ウド ウー 2 1 などの 正当な 理由がない 限り、 
モスクから 出る ことを 許されません。 

参 スン ナ において 確証され ている イ カーマの 形式： 

イ カーマは な 下に 挙げる よう な 形式の いずれ かに 則り、 力 S つ その 順序と 連続 性が 保たれ 

ている ことが スン ナ です： 

1 一 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平 まあれ） の 前で イカ ー マを 行った ビラール （彼 

に アツ ラーの ご 満悦 あれ） の もので、 な 下の 11 の 文章から なります： 

アツ ラー フ. アク ノシレ （アツ ラーは 偉大な り） 

アツ ラー フ. ア クノシ レ （アツ ラーは 偉大な り） 

アシュ ハ ド •アツ ラー •イラ ー ハ •イツ ラツ ラー 戚 は、 アツ ラーの 他に 真に 崇拝 
すべき ものがない こと を 証言し ます） 

アシユ ハ ド •アンナ •ム ハン マダツ ラス ー ルツ ラー (我は、 ムハンマドが アツ ラー 
の 使徒で ある こと を 証言し ます） 

ハイヤー •アラ ツ= サラ ー (サラ ーに 来たれ） 

ハイヤー. アラー. アル ニ ファラー ハ （成 巧へ と 来たれ） 

カ ドウ •カーマ テイ ツサ ラー （サラ ーは まさに 始まった） 


ig 訳者 注： つまり この 事は 合法で ある ことを 示して います。 というの も 預言を （彼に アツ ラーからの 祝 
福と 平安 あれ） の 言葉 通り、 「アツ ラーは、 私の ウン マ （共同体） を 迷妄に おいて 結集 させられる ことは な 
い」 からです。 

W 訳を 注： モスクに 入った 時、 腰を下ろす 前に 行う 2 ラク アの サラ ーの こと。 預言を （彼に アツ ラー か 
らの 祝福と 平安 あれ） の スン ナ です。 

u 訳者 注： イス ラームに おいて 定められた ある 一定の 形式に おける、 ム 身の 清浄 化を 意図した 体のを 部 
位の 洗浄。 
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カ ドウ* カーマ テイ ツサ ラー （サラ ーは まさ に 始まった） 

アツ ラー フ. アク ノシレ （アツ ラーは 偉大な り） 

アツ ラー フ. ア クノシ レ （アツ ラーは 偉大な り） 

ラー， イラ ー ハ •イツ ラツ ラー （アツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものは なし） 

(アブー. ダー ウー ドの 伝承の） 

2 - アブー. マフ ズー ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） の イカ ー マで、 17 の 文章から なり 
ます： 

(その内 訳は） タク ビール （上記の ①） が 4 回、 タシャ ツフド （上記の ③ と④） が （各 2 
回ず つの 計） 4 回、 ハイア ラ （上記の ⑤ と⑥） が 4 回、 「カ ドウ •カーマ テイ ツサ ラー」 が 
2 回、 タク ビール （上記の ⑨） が 2 回、 「ラー •イラ ー ハ-イツ ラツ ラー」 が 1 回です。 （ア 
ブー. ダー ウー ドと ア ツ ニ テイル ミ ズイ ーの 伝承 23) 

3 — な 下の 10 の 文章です： 

アツ ラー フ. 了 クバ ル (アツ ラーは 偉大な り）、 アツ ラー フ. ア クバ' ノレ。 ァシュ ハ ド ■ァ 
ツ ラー. イラ ー ハ. イツ ラツ ラー 娘は、 アツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものがない こと 
を 証言し ます)。 アシユ ハ ド-アンナ •么 ハン マ ダツラ スール ツ ラー 游 は、 ムハンマドが 
ァ ツ ラーの 使徒で ある こと を 証言 します)。 ハイ ヤー. アラ ツ = サラ ー (サラ ーに 来たれ)。 
ハイ ヤー. ア ラー. アル = ファラー ハ (成な) へと 来たれ)。 カ ドウ. カーマ テイ ツサ ラー （サ 
ラーは まさに 始まった）、 カ ドウ-カー マテイ ツサ ラー 。 アツ ラー フ •ア クバ' ノレ （アツ ラー 
は 偉大な り）。 ラー •イラ ー ハ •イツ ラツ ラー （アツ ラーの 他に 真に 崇拝すべき ものは なし）。 
(アブー. ダー ウー ドと アン = ナサ ー^ r 一の 伝承 24) 

参 そして スン ナ は、 これらの 形式を 全て 適用す る ことです。 つまり ある 時は この 形式、 ま 
た ある 時は 別の 形式、 ある 所では この 形式、 また ある 所では この 形式、 という 風に 時折 
変化を もたせる ことです。 それは スン ナを 保護し その 合法的 かつ 様々 な 多様性を 持っ 
た 側面を 実践して いく ためな のです。 但しそう する ことで 人々 の 間に 大きな 問題を もた 
らす 原因と なりそう な 場合は、 それを 避けた ホが よいでしょう。 

参 ア ザーンと イ カーマの 間に ドウ アー する ことは、 スン ナ です。 


の 良好 かつ 真正 な 伝承。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド （4 典） 、サ ヒー フ .ス ナン. アブー. ダー ウー ド (469)。 
の 良好 かつ 真正な 伝 ま。 ス ナン. アブー. ダー ウー ド じの） 、サ ヒー フ .ス ナン. アブー. ダー ウー ド （が 4) 、 
ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （192)、 サ ヒー フ •ス ナン •アツ = テイル ミズ イー （162)。 アツ = テイル 
ミズ ィーは この 伝承を、 良好 かつ 真正な 伝承で あると 言って います。 

24 真正な イだ 承。 ス ナン’ 了ブ’ 一 •ヴ' ー ウ’ ー ド じ 10) 、 サヒ ■ ー フ.スナン.アブ' 一 •ヴ' ー ウ' ー ド （482) 、 ス 
ナン •アン = ナサ ー イー （の 8)、 サ ヒー フ •ス ナン •アン = ナサ ー イー （61 が。 



参 ア ザーン、 イ カーマ、 サラ ー や 説教な どに おいては、 必要に応じて 拡声器を 使用す る こ 
とが 許されます。 しかし もしそう する ことで 弊害 や 迷惑な どが 生じる ようで あれば、 使 
用 しないよう にします。 

参 ア ザーンと イ カーマは 同一人物が 行う ことが スン ナ です。 ム アツズ インは ア ザーンに お 
いて、 そして イマームは イ カーマに おいて 優先権を 有して おり、 それゆえ ム アツズ イン 
は イマームが 現れたり 立ち上がったり、 あるいは その 合図を 送ったり する までは、 勝手 
にイ カーマを 唱えて はいけ ません。 

参 ア ザーンの 各 文章は それぞれの 間を 明瞭に 区切りつつ、 一文 一文を 一息で 唱え、 そして 
それを 聞く 者が それに 呼応す るの が スン ナ です。 ー ホイ カーマに 関しては、 それを 聞い 
た 者が 唱えるべき 言葉に 関する 正しい 伝承は 確認され ていません。 

参 厳寒の 折 や 雨 夜な どに おいて、 ム アツズ インが スン ナで 確証され たな 下の ような 文章を 
レ、 イ ヤー. アラー. ア ノレ = ファラー ノ、 （成功へ と 来たれ）」 あるいは ア ザーンの 後に 
唱える ことは、 スン ナ です： 

① 「乗り物 （用の 家畜） に 乗った まま サラ ーせ よ。」 

② 「家で サラ ーせ よ。」 

③ 「モスクに 来ず とも 問題は なし。」 

参 旅行 中の ア ザーンと イ カーマ： 

マー リク. ブン. アブー .フ ワイ リス （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） は 言い ま した： 「旅 
に 出発し ようとし ている 2 人の 男が、 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の も 
とに やって来ました。 それで 預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） は、 （彼らに） 
こう 言いました：" あなた ホ 2 人が 旅に 出 （て サラ ーの 規定 時間が 到来し） たら ア ザーンを 
し、 それから イ カーマを せよ。 そして あなた ホの 内、 年長の ホが サラ ーを 率いる の だ。"」 （ア 
ル =ブ ハー リ ーと ムス リ ムの 伝承 25 ) 

参 サラ ーには、 ア ザーン 及び イカ ー マとの 関係に おいて 4 つの 状況が あります： 

1- ア ザーンと イ カーマの 両方と も 存在す る サラ ー： 5 つの 義務の サラ ーと 金曜日の 集団 
礼拝の こと です。 

2 - ア ザーンが なく、 イ カーマ だけが ある サラ ー： 連続した 2 つの 義務の サラ ーを まとめ 
て 行う 時と、 規定 時間 内に 行えなかった 複数の 義務の サラ ーを 連続して 行う 時。 


25 


サ ヒー フ •アル =ブ ハーリー （630)、 サ ヒー フ •ムス リム （674)。 文章は アル =ブ ハーリーの もの。 



3 — 特別な 文章に よる 呼びかけが ある サラ ー： 月を 及び 日を の サラ ーの ことです。 


4 -ア ザーン もイ カーマ もない サラ ー： 任意の サラ ー や 葬儀の サラ ー、 2 つの イード 26 のサ 
ラー、 雨乞いの サラ ーな どです。 


26 訳を 注： じつの イードの 日 J とは、 イード. アル =フ ィト ウル （ラマ ダーン 月の 斋戒が 巧け た 翌日、 
つまり シヤウ ワール 初日の 祭日） と、 イード. アル =ア ドウ ハー （ズル =ヒ ッジヤ 月 10 日 目の、 いわゆる 
犠牲 祭） のこと です。 
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